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平均80坪の
ゆとりの区画
２台分の駐車場を確保しても
庭が造れるゆとりある区画

子育て・
教育環境が充実
団地の１km圏内に
こども園・小学校があり、
子育て世帯も安心

団地内にある
大型商業施設
ジョイフル本田（千代田店）に
隣接、生活がますます便利に

緑ゆたかな
安らぎの居住環境
団地内には２カ所の公園があり、
憩いの空間が確保されています

平均約80坪
237.80㎡（約72坪）～318.22㎡（約96坪）

486万円台～
4,862,900円～7,446,300円　最多価格帯 600万円台（61区画）

お申し込み・
お問い合わせ先

ふれあいタウンちよだ現地案内所 ☎0276-86-7500
〒370-0726 群馬県邑楽郡千代田町大字上五箇444-1〈午前10:00～午後5:00〉群馬県企業局・西邑楽土地開発公社

令和3年2月1日現在

上中森エリア
＜群馬県企業局が分譲する区画＞

開発総面積 25ha
総 区 画 数 241区画
分譲区画数 107区画
区 画 面 積 237.80㎡～306.99㎡
分 譲 価 格 4,862,900円～7,146,700円
地　　　目 宅地
用 途 地 域 第一種低層住居専用地域
地 区 計 画 東部地区 地区計画
建 ぺ い 率 50%
容　積　率 100%
道　　　路 6mアスファルト道路(植栽あり)
設　　　備 上下水道、ガス(LPガス集団供給)
申 込 資 格 自ら居住する住宅を建築し、生活の本拠とする方
 分譲代金を納入期限までに支払うことのできる方ほか
事　業　者 群馬県企業局(団地課分譲室)
 群馬県前橋市大手町1-1-1 電話027-226-3955

開発総面積 16ha
総 区 画 数 62区画
分譲区画数 10区画
区 画 面 積 246.36㎡～318.22㎡
分 譲 価 格 5,346,000円～7,446,300円
地　　　目 宅地
用 途 地 域 第一種低層住居専用地域　近隣商業地域
地 区 計 画 東部地区 地区計画
建 ぺ い 率 50%(近隣商業地域80%)
容　積　率 100%(近隣商業地域200%)
道　　　路 6m～8mアスファルト道路(植栽あり)
設　　　備 上下水道、ガス(LPガス集団供給)
申 込 資 格 自ら居住する住宅を建築し、生活の本拠とする方
 分譲代金を納入期限までに支払うことのできる方ほか
事　業　者 西邑楽土地開発公社(千代田町都市整備課)
 群馬県邑楽郡千代田町大字赤岩1895-1 電話0276-86-7003

萱野エリア
＜西邑楽土地開発公社が分譲する区画＞

ふれあいタウンちよだ
宅地分譲の
ご案内

広々
便利

安心

安全

区画面積 分譲価格

団地
概要

萱野・上中森エリア

ジョイフル
本田
千代田店

邑楽広域農道

至足利

至明和

至羽生

至行田

至熊谷

近隣商業用地

●
郵便局

文 こ

東部運動公園
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利根大堰（武蔵大橋）

利　根　川

現地案内所

Kayano area Kaminakamori area

こ
こ
に
し
か
な
い
情
景
と
　
こ
こ
に
し
か
な
い
時
を
求
め
て



水
翠

瑞
水
に
祝
福
さ
れ
た
千
代
田
町
の
歴
史
︒
利
根
川
中
流
域
の
左
岸

に
沿
っ
た
こ
の
町
は
︑
古
く
か
ら
水
運
の
拠
点
と
し
て
栄
え
ま

し
た
︒
川
は
今
も
昔
も
︑
多
く
の
恵
み
を
千
代
田
町
に
も
た
ら

し
て
い
ま
す
︒
様
々
な
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
︑
美
し
い
地
下
水
が

も
た
ら
す
地
酒
︒
明
治
の
文
豪
・
田
山
花
袋
は
こ
の
地
に
よ
せ

て
小
説
﹃
河
ぞ
ひ
の
春
﹄
を
残
し
ま
し
た
︒

翡
翠
の
よ
う
に
美
し
い
︑千
代
田
町
の
緑
︒
赤
土
︑黒
土
の
バ
ラ

ン
ス
が
よ
い
関
東
ロ
ー
ム
層
の
土
壌
は
︑
昔
か
ら
多
く
の
桑
畑

を
育
み
養
蚕
業
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
︒
保
水
力
は
あ
る
の
に

水
は
け
の
よ
い
土
は
︑
こ
の
地
の
植
木
産
業
の
要
と
な
る
も
の

で
す
︒
約
50
も
の
業
者
が
集
う
知
る
人
ぞ
知
る
﹁
植
木
の
里
﹂

と
し
て
︑
そ
の
名
を
全
国
に
拡
大
し
つ
つ
あ
り
ま
す
︒

瑞
︵々
み
ず
み
ず
︶し
い
︑千
代
田
町
の
子
ど
も
た
ち
︒
水
と
緑

に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
だ
か
ら
こ
そ
の
未
来
が
す
く
す
く
と
成
長

し
て
い
ま
す
︒﹁
レ
ガ
ッ
タ
﹂や
植
木
職
人
た
ち
に
よ
る﹁
緑
育
﹂

な
ど
︑こ
の
地
な
ら
で
は
の
教
育
︑イ
ベ
ン
ト
が
多
彩
︒ス
ポ
ー
ツ

施
設
︑
練
習
場
も
豊
富
に
あ
り
︑
子
ど
も
た
ち
の
背
中
を
ゆ
っ

た
り
後
押
し
し
て
く
れ
て
い
ま
す
︒

さ
て
︑
川
面
に
浮
か
ぶ
高
瀬
船
に
で
も
乗
っ
た
気
分
で
︑

千
代
田
町
を
渡
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
か
︒

CONTENTS 04 水 －利根川と千代田町－

06翠 －緑の守り人－

11瑞 －千代田町のスポーツ－

14千代田の道 赤岩渡船

16 千代田の祭 川せがき

18 文豪の愛した町
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千
代
田
町
を
語
る
上
で
、
ま
ず
第
一
の

キ
ー
ワ
ー
ド
と
な
る
の
が
〝
水
〞
と
の
歴

史
で
す
。
利
根
川
中
流
域
の
左
岸
に
沿
っ
て

東
西
に
細
長
く
延
び
た
こ
の
町
は
、
古
く

か
ら
利
根
川
水
運
の
拠
点
と
し
て
栄
え
て

き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
長
7
0
0
m
の
『
利
根
大
堰
』

は
首
都
圏
の
飲
料
水
、
農
工
業
用
水
を
支

え
る
ほ
か
、レ
ガ
ッ
タ
や
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フィ

ン
な
ど
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
メ
ッ
カ
と
し
て

も
賑
わ
い
ま
す
。
と
く
に
毎
年
夏
に
行
わ

れ
る
〝
レ
ガ
ッ
タ
〞
は
、
千
代
田
町
を
代

表
す
る
イ
ベン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
も

そ
も
群
馬
県
が
ボ
ー
ト
競
技
の
普
及
に
利

根
大
堰
の
千
代
田
エ
リ
ア
を
推
進
地
域
に

指
定
し
た
こ
と
が
始
ま
り
。
当
初
は
12
艇

ほ
ど
で
し
た
が
、
現
在
は
47
艇
が
参
加
す

る
大
会
へ
と
成
長
し
ま
し
た
。
そ
の
う
ち

半
数
は
千
代
田
中
学
校
を
中
心
と
す
る
中

学
生
チ
ー
ム
。
10
代
前
半
で
レ
ガ
ッ
タ
と

い
う
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
で
き
る
の
は
、
千

代
田
っ
子
な
ら
で
は
の
特
権
で
し
ょ
う
。

「
み
ん
な
で
声
を
出
し
て
早
く
進
め
る
と
、

自
分
た
ち
が
団
結
し
て
い
る
っ
て
感
じ
ま

す
。
そ
れ
で
勝
て
る
と
う
れ
し
い
ん
で
す
。」

と
参
加
し
た
中
学
三
年
生
。
普
段
は
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
に
在
籍
す
る
女
の
子
は
こ
ん

な
風
に
レ
ガ
ッ
タ
の
魅
力
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
大
会
当
日
は
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
の
方
や
町
の
ボ
ラ
ン
ティ
ア
が
、
か
き
氷

や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
の
軽
食
を
用
意

し
無
料
配
布
で
大
会
を
盛
り
上
げ
て
き
ま

し
た
。
優
勝
し
た
チ
ー
ム
が
県
の
推
薦
を

受
け
て
隅
田
川
の
レ
ガ
ッ
タ
に
出
場
し
〝
地

域
の
部
〞
で
優
勝
し
た
こ
と
も
あ
る
と
い

う
か
ら
、
こ
れ
は
町
を
あ
げ
た
ス
ポ
ー
ツ

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

　
水
が
育
て
て
き
た
千
代
田
町
の
歴
史
は
、

こ
れ
か
ら
先
も
水
と
と
も
に
続
い
て
ゆ
く

の
で
す
。

サントリー 〈天然水のビール工場〉
群馬・利根川
町の北部にあるサントリー 〈天然水のビール工場〉 群馬・利根川
では、千代田町の豊かな水資源“深層地下天然水”を使用して
ザ・プレミアム・モルツなどの美味しいビールを製造していま
す。町の周辺には、通称ビール麦と呼ばれる大麦の畑が広が
り、一面の緑から金色の絨毯へと町の景色を彩ります。

山川酒造株式会社
群馬県邑楽郡千代田町赤岩 185-3　TEL：0276-86-2182

千代田町の豊かな水は、日本酒醸造の歴史をつないできまし
た。嘉永3年（1850年）創業の老舗蔵元山川酒造は、蔵元杜氏
による酒造りをおこなっています。“つくり手が飲みたいと思え
る酒を”と手間暇を惜しまない山廃仕込みの酒は、濃醇で腰が
強く香りと奥行きがあり、千代田町を代表する日本酒です。

利
根
川
と

千
代
田
町
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千
代
田
町
で
植
木
づ
く
り
が
始
ま
っ
た

の
は
約
1
0
0
年
程
前
の
大
正
時
代
。
当
初

は
庭
木
を
主
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の

後
、
公
園
や
街
路
な
ど
の
緑
化
木
の
生
産

も
始
ま
り
ま
し
た
。
最
近
は
ガ
ー
デ
ニ
ン

グ
ブ
ー
ム
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
様
々
な
需
要

に
対
応
し
て
い
ま
す
。
植
木
生
産
、
造
園
、

庭
園
管
理
な
ど
を
行
っ
て
い
る
業
者
は
約

50
団
体
。「
植
木
の
里
」
と
し
て
確
か
な
信

頼
を
得
て
き
ま
し
た
。

　
職
人
さ
ん
た
ち
の
取
材
・
撮
影
時
に
、

「
何
か
取
っ
て
置
き
の
も
の
や
、
代
々
伝
わ

る
道
具
み
た
い
な
も
の
が
あ
れ
ば
見
せ
て

く
だ
さ
い
。」
と
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
ど

の
職
人
さ
ん
た
ち
も
答
え
は
ほ
ぼ
同
じ
。

「
い
や
ぁ
、
そ
う
い
う
の
は
と
く
に
な
い

ね
ー
。
壊
れ
た
ら
新
し
い
の
買
う
し
、
研

い
で
刃
が
小
さ
く
な
っ
て
も
適
当
な
の
買
う

し
ね
。」

こ
ん
な
風
に
潔
く
言
っ
て
の
け
る
の
は
、

代
々
守
り
受
け
継
い
で
き
た
も
の
が
、
決

し
て
〝
形
あ
る
も
の
〞
で
は
な
い
こ
と
の

証
で
す
。
職
人
た
ち
の
技
術
、
経
験
、
知
識

は
目
に
見
え
な
い
も
の
だ
け
れ
ど
、
た
し

か
に
そ
こ
に
あ
る
も
の
で
す
。

　
千
代
田
町
の
植
木
職
人
た
ち
に
は
、
形
の

な
い
、
目
に
見
え
な
い
宝
物
が
受
け
継
が

れ
て
い
る
の
で
す
。

緑
の
守
り
人
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千
代
田
町
西
部
、
利
根
川
沿
い
に
位
置

す
る
〝
第
一
三
共
な
か
さ
と
公
園
〞
は
、

「
水
と
風
」
を
テ
ー
マ
に
平
成
13
年
に
完

成
し
た
緑
豊
か
な
公
園
で
す
。
約
6.2
ヘ
ク

タ
ー
ル
と
広
大
な
敷
地
の
中
に
は
利
根
川

や
千
代
田
町
を
一
望
で
き
る
展
望
台
や
、

そ
の
展
望
台
か
ら
滑
り
降
り
る
60
メ
ー
ト

ル
の
ロ
ー
ラ
ー
ス
ラ
イ
ダ
ー
を
は
じ
め
と

し
た
数
々
の
遊
具
、
思
い
っ
き
り
走
り
回

れ
る
芝
生
広
場
な
ど
が
あ
り
〝
子
ど
も
と

遊
べ
る
公
園
〞
と
し
て
町
内
外
の
家
族
か

ら
と
て
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

　
園
内
を
散
歩
し
な
が
ら
四
季
折
々
の
表

情
を
見
せ
る
花
木
を
楽
し
ん
だ
り
、
本
格

的
な
野
球
場
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
棟
で
仲
間

た
ち
と
友
好
を
深
め
た
り
と
、
幅
広
い
年

代
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
無
料

の
駐
車
場
・
ト
イ
レ
・
管
理
事
務
所
に
は

飲
料
水
販
売
な
ど
、
安
心
し
て
利
用
で
き

る
環
境
が
整
備
さ
れ
、
憩
い
の
場・ス
ポ
ー

ツ
の
場
と
し
て
多
く
の
人
た
ち
が
訪
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
公
園
内
に
あ
る
ふ
れ
あ

い
橋
か
ら
望
む
富
士
山
が
「
関
東
の
富
士

見
百
景
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

家
族
の
時
間
を

緑
豊
か
な
公
園
で

なかさと公園
Daiichi Sankyo Nakasato Park

展望台から滑り降りる全長 60mのローラースライダーは
町の景色と風を楽しめる大人気スポット。

群馬県邑楽郡千代田町舞木470-16

第一三共
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町
内
の
こ
ど
も
園
・
小
中
学
校
の

子
ど
も
た
ち
は
、
植
物
を
育
て
る
こ

と
を
通
し
て
自
ら
も
成
長
し
て
い
き

ま
す
。
育
て
た
花
は
、
先
輩
を
送
り

出
す
時
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
あ
っ
た
り
、

先
輩
が
育
て
た
花
の
球
根
を
新
入
園

児
が
受
け
継
い
だ
り
と
、
造
園
業
が

盛
ん
な
千
代
田
町
な
ら
で
は
の
育
み

の
カ
タ
チ
で
す
。

緑
育

東
部
運
動
公
園

おとなも子どもも

スポーツの近くに

Ryokuiku
by Garden Spirits

育
て
育
て
ら
れ
る
活
動

い
つ
で
も
ス
ポ
ー
ツ
が

で
き
る
環
境
あ
り
ま
す

　
約
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
広
大
な

東
部
運
動
公
園
。
園
内
に
は
、

Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ａ
ア
リ
ー
ナ
・

ア
ク
ア
、
天
然
芝
の
丸
粂
サ
ッ

カ
ー
フィ
ー
ル
ド
、
野
球
場
、
多

目
的
広
場
（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
や
遊
具
広
場
が
あ

り
、
町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
拠

点
と
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
活
動
か
ら
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大

会
の
開
催
、
サ
ー
ク
ル
活
動
な

ど
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

多
く
の
人
々
が
利
用
し
て
い
ま

す
。

　
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｉ
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ａ
ア
リ
ー
ナ

に
は
、
ア
リ
ー
ナ
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
室
、
多
目
的
室
な
ど
が
あ
り
、

ア
リ
ー
ナ
を
は
じ
め
各
室
に
は

冷
暖
房
を
完
備
す
る
と
と
も
に

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
実
現
し
て
い

ま
す
。

造園業の若手で結成されたガーデンスピリッツ。
その緑育部会が中心となり緑育活動をおこなっています。
この活動は、子どもたちの笑顔と、素敵な花を咲かせ続けています。

開放的な

トレーニング
室には

ボルダリン
グの

設備もあり
ます
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群馬県内の他のチームと合同練
習などで交流できることが楽し
いと感じます。小学１・２年生と
も一緒に練習しますが、兄弟み
たいな感じです。僕も先輩たちの
姿を見てきましたが、今度は僕
が弟たちに見せる番です！

他のチームをみても、僕たちは
練習を真剣に取り組めるチーム
だと思います。７歳の時に自分
でやると決めたレスリングで、
オリンピックに出場して優勝した
いと思っています。千代田町は
自然が多くて空気が綺麗です！

みんなおもしろくて、バカみた
いなことをしているけど、練習
はとっても真面目なんです。この
大切な仲間と一緒に、このチー
ムで金メダルを取りたいです。
学校以外でも遊んだりするくら
い本当に仲良しです！

サッカーは１年生から始めまし
た。大好きなサッカーを芝のグ
ラウンドで練習できるのは凄い
ことだと思います。千代田町は、
田んぼがいっぱい自然がいっぱ
いで良いなと思います。Ｊリー
ガー目指して頑張ります！

仲の良さがチームワークに繋
がっていると思います。このチー
ムで県大会に出場するのが目標
です。千代田町はイベントに参
加しても、知っている人がいっ
ぱいいるので友達同士でも安心
して参加できます。

まだ始めたばかりだけど、楽し
く練習しています。シュートが
入るととても楽しいです。休憩
中もお友達と鬼ごっこしたり、
コーチやお姉さんたちもみんな
優しくて、ミニバスケが大好き
になりました。

休憩中でも個人練習しています。
バスケが大好きなんです。この
アリーナでプロバスケの試合を
見た時、スピードがすごくて驚
きました。これからも大好きな
バスケを続けたいのと、千代田
町に住んでいたいです！

僕のチームは、団体行動が苦手
な時もあったけど、言われなく
てもできるようになりました。
新潟や山梨などへ遠征にいった
り、他のチームとの交流ができ
るので楽しいです。夢は、プロ
バスケの選手です！

チームには１年生から６年生ま
でふざけあえる仲間がいます。
コーチに新しい技を教えても
らって、練習した成果が試合で出
せるととても嬉しいです。でも、
ゴールを決めた時が一番かな。
友達がたくさんできる町です。

仲が良いからケンカもするし、
どんどん仲間と話ができるチー
ムです。いつもは楽しくやってい
ますが、試合になるとオーラが
出るというかチームの雰囲気が
変わるんです。これからも野球
を続けたいと思ってます。

野球を始めて一年が経ちまし
た。厳しく優しい先輩たちに囲
まれて楽しく練習しています。
大会でホームランを打ちたいで
す！僕は転校して来ましたが、
町の人たちは、みんな優しいと
感じています。

野球は小学2年生から始めまし
た。学年関係なく仲の良いチー
ムです。千代田町は地域の活動
があるので、いじめがなくみんな
が仲良くできていると思います。
岡島選手のように、有名なプロ
野球選手になりたいです。

クラブ活動で広がる
学区を越えた仲間の輪

千代田町にはスポーツで育つ伝統があります。
クラブで活躍している子どもたちに聞いてみました。

クラブ活動のこと、そして千代田町のこと。
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戦
国
時
代
、
上
杉
謙
信
の
文
献
に
も
登
場
す
る
赤
岩

の
河
岸
。
赤
岩
の
河
岸
は
水
深
が
深
く
、
水
運
が
発
達
し

た
江
戸
時
代
に
は
高
瀬
船
が
定
船
で
き
る
利
根
川
最
上

流
部
で
あ
っ
た
た
め
、
各
地
か
ら
物
資
が
集
ま
る
水
運

の
拠
点
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
当
時
、
赤
岩
河
岸
に
は
高
瀬
船
二
○
艘
、
小
舟
一

〇
〇
艘
以
上
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
町
内
で
は
赤
岩
の
ほ
か
舞
木
、
上
五
箇
、
上
中

森
、
下
中
森
な
ど
の
河
岸
と
呼
ば
れ
る
渡
船
場
が
栄
え

ま
し
た
。

　
明
治
時
代
に
は
富
岡
製
糸
場
（
平
成
二
十
六
年
世
界

遺
産
登
録
）
で
生
産
さ
れ
た
生
糸
を
赤
岩
で
高
瀬
船
に

載
せ
替
え
、
江
戸
川
か
ら
東
京
湾
経
由
で
横
浜
ま
で
運

ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
自
動
車
が
普
及
し
始
め
る
昭

和
四
〇
年
代
初
頭
ま
で
は
、
渡
し
船
で
対
岸
側
に
嫁
ぐ

花
嫁
や
嫁
入
り
道
具
を
運
ん
で
い
ま
し
た
。

　
渡
船
機
能
だ
け
が
残
る
現
在
は
、
河
川
交
通
手
段
と

し
て
地
元
の
人
は
も
ち
ろ
ん
、
自
転
車
と
共
に
対
岸
へ

渡
る
サ
イ
ク
リ
ス
ト
や
観
光
の
方
々
に
幅
広
く
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

唯
一
残
る

水
上
を
渡
る
県
道

銅五種鈴（赤岩・光恩寺）

鎌倉時代に作られた五種類の銅製の鈴
で、密教法具として使われます。

地蔵菩薩画像板碑（赤岩・光恩寺）
じ ぞう ぼ さつ が ぞういた び どう ご しゅれい

最古に属する画像板碑で、鎌倉時代の
石像美術品としても貴重なものです。

阿弥陀三尊像（赤岩・光恩寺）

豊麗な姿であらわされた、鎌倉時代初
期の代表的な作品です。

千代田町の歴史資産

県指定重要文化財 県指定重要文化財 国指定重要文化財

千代田の道

Akaiwa-tosen赤岩渡船

赤岩渡船は千代田町赤岩から利根川をはさんで向こ
う岸の埼玉県熊谷市葛和田を動力船で結んでいる、
主要地方道（県道）熊谷・館林線上にあります。
現在、唯一残る利根川を渡る橋のない公道として、
年間 2 万人を超える方々に利用されています。

Tradition of Chiyoda Town

運航時間
４月１日～9月30日 午前8時30分～午後5時00分
10月１日～3月31日 午前8時30分～午後4時30分
※年末年始（12月28日～1月3日）は運航時間が変更となります。
※増水や強風等により運航が危険な場合は運休となります。
　運休になると群馬県側に赤旗が上がります。
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千
代
田
の
祭
〝
川
せ
が
き
〞
は
１
４
０
年
以
上
の
歴

史
を
持
つ
伝
統
の
あ
る
町
民
総
参
加
の
祭
で
す
。
赤
岩

村
（
現
千
代
田
町
大
字
赤
岩
）
の
「
か
ぶ
と
屋
」
と
い

う
豆
腐
店
に
、
倉
吉
と
い
う
誠
実
な
男
が
働
い
て
い
ま

し
た
が
、
明
治
10
年
７
月
４
日
利
根
川
に
投
網
を
打
ち

に
行
き
、
あ
や
ま
っ
て
水
死
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ

の
知
ら
せ
を
聞
き
驚
い
た
「
か
ぶ
と
屋
」
の
主
人
は
、

早
速
、
赤
岩
光
恩
寺
の
住
職
と
相
談
し
、
倉
吉
の
霊
を

供
養
し
た
こ
と
が
始
ま
り
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
僧
侶
の
読
経
と
川
面
に
流
れ
る
儚
い
灯
が
美
し
い
燈

ろ
う
流
し
（
川
せ
が
き
）
を
中
心
に
、
打
ち
上
げ
花
火
、

民
踊
流
し
、
舞
台
芸
能
な
ど
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。
夜

空
を
彩
る
花
火
は
、
利
根
川
に
向
け
て
打
ち
上
げ
ら
れ

る
水
中
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
多
彩
で
、
人
々
を
魅
了
し

て
い
ま
す
。

　
行
事
の
他
に
も
会
場
の
入
り
口
か
ら
会
場
内
に
は
多

く
の
露
店
が
連
な
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

厳
か
に
流
れ
る
灯
り
と

夜
空
を
彩
る
火
の
花

千代田の祭

川せがき

毎
年
約
4
万
人
が
訪
れ
る
千
代
田
町
の
夏
の
一
大
行
事
︒

会
場
に
は
町
内
の
子
ど
も
た
ち
な
ど
が
作
成
し
た
燈
ろ
う
が
な
ら
び
︑

闇
夜
を
優
し
く
照
ら
し
ま
す
︒ 

仁王像（木崎・東光寺）

17世紀後半から18世紀初期頃に造像
された、優れた仁王像です。

寳林寺の梵鐘（新福寺・寳林寺）
ぼんしょう

国の重要美術品とされた名鐘で、当地
方の歴史を語る貴重なものです。

ぼんしょう

光恩寺の梵鐘（赤岩・光恩寺）

寳林寺の梵鐘とともに、国の重要美術
品とされた名鐘です。

千代田町の歴史資産

町指定重要文化財町指定重要文化財町指定重要文化財

Tradition of Chiyoda Town

川せがき
毎年8月18日（雨天順延）
午後６時～午後９時
※詳細はお問い合わせください。
　千代田町役場　産業観光課
　電話0276-86-7005
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小
説
『
蒲
団
』
で
明
治
期
の
文
壇
に
衝

撃
を
与
え
、
日
本
の
自
然
主
義
文
学
の
流

れ
を
決
定
づ
け
た
と
さ
え
い
わ
れ
る
奇

才
・
田
山
花
袋
。
妻
子
持
ち
の
中
年
男
が

若
さ
輝
く
女
弟
子
に
抱
い
て
し
ま
っ
た

複
雑
な
感
情
を
あ
り
の
ま
ま
に
描
い
た
こ

の
作
品
。
フ
ラ
ン
ス
の
自
然
主
義
文
学
が

〝
自
然
の
真
実
を
描
く
た
め
に
あ
ら
ゆ
る

美
化
を
否
定
す
る
〞
も
の
だ
っ
た
の
に
対

し
、
そ
れ
に
影
響
を
受
け
た
は
ず
の
日
本

の
自
然
主
義
文
学
は
、
花
袋
の
こ
の
作
品

に
よ
っ
て
〝
あ
り
の
ま
ま
を
赤
裸
々
に
描

く
〞
と
い
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
化
の
道
を
ひ
ら

い
た
…
と
、
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
影
響
力
の

あ
る
作
品
を
書
い
た
の
が
田
山
花
袋
な
の

で
す
。

　
彼
の
生
ま
れ
は
千
代
田
町
の
隣
、
館
林

市
。
執
筆
活
動
は
上
京
後
始
ま
っ
た
と
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
千
代
田
町
に
は
彼
が
定

宿
に
し
て
い
た
料
理
屋
が
今
で
も
利
根
川

近
く
に
あ
り
、
小
説
の
舞
台
に
も
な
り
ま

し
た
。
こ
こ
か
ら
川
を
眺
め
て
詠
ん
だ
歌

も
多
く
、
自
然
主
義
の
旗
手
で
あ
っ
た
花

袋
ら
し
い
、
飾
ら
ぬ
あ
り
の
ま
ま
そ
の
ま

ま
の
利
根
川
の
四
季
が
在
り
在
り
と
残
さ

れ
て
い
ま
す
。
時
代
を
こ
え
て
な
お
も
感

じ
ら
れ
る
、
花
袋
の
見
つ
め
た
千
代
田
町

の
自
然
は
ま
だ
そ
こ
に
あ
り
ま
す
。

田
山
花
袋
の
愛
し
た
千
代
田
町

桐生駅

太田駅

東
北
自
動
車
道

北関東自動車道

東
武
佐
野
線

関越自動車道

伊勢崎駅

17

50

125

122
140

407

354

籠原駅

熊谷駅

JR高崎線

羽生駅

川俣駅

館林駅

加須駅
花園
I.C

嵐山小川
I.C

栃木
I.C

岩舟
JCT

館林
I.C

羽生
I.C

佐野藤岡
I.C

足利
I.C

佐野田沼
I.C

太田桐生
I.C

太田藪塚
I.C

伊勢崎
I.C

足利市駅

JR両毛線

足利駅

暮らしの情報

福祉医療
（子ども・ひとり親家庭等）

医療費の自己負担分（保険適用分）を助
成します。保険診療以外のもの（健康診
断や予防接種、薬の容器代など）や、高
額医療費、災害共済給付など他の制度
が利用できる場合は、支給対象外です。

［ 住民福祉課 保険年金係 ］

電車による遠距離通学者
助成金交付事業

千代田町への定住やUIJターンの促進、
公共交通の利用による環境負荷の軽減
等を目的として、遠距離通学者の電車の
定期券購入費用の一部を助成します。

［ 企画財政課 企画調整係 ］

移住者住宅取得費等
補助金交付事業

千代田町へ移住する方の住宅の新築又
は、購入、中古住宅の購入に要する経費
に対し、最大で60万円を補助します。

［ 都市整備課 都市計画係 ］

三世代ぬくもり家族住宅取得等
応援事業補助金

親世帯と子世帯が、お互いを支援し、町
内で新たに同居するため、住宅の新築・
購入や増改築をした場合に、その費用
の一部を10万円を限度に補助します。

［ 企画財政課 企画調整係 ］

子育て育児用品
購入費助成金

ほかにも暮らしに役立つさまざまな制度が整っています。詳しくはお問い合わせください。
千代田町ホームページ：https://www.town.chiyoda.gunma.jp/

乳児（満１歳未満）のために購入した育
児用品（紙おむつ、粉ミルク等）の費用
に対し、最大で1万2千円を保護者の方
へ補助します。乳児の出生後に町内の店
舗で購入した物品に限ります。

［ 健康子ども課 子育て支援係 ］

英語検定料
助成金交付事業

中学校生徒の英語力と学習意欲の向上
を目的として、町内の中学校に在籍する
生徒及び町内に住所を有し町外の中学
校に在籍する生徒を対象に、英語検定
料の全額を助成します。

［ 教育委員会事務局 総務係 ］

ACCESS

お車でお越しの場合
● 東北自動車道・館林I.Cから約30分/
羽生I.Cから約30分/佐野藤岡I.Cから約40分

● 北関東自動車道・太田桐生I.Cから約30分/
足利I.Cから約40分

● 関越自動車道・花園I.Cから約50分/
東松山I.Cから約50分/

電車・バスでお越しの場合
● 東武鉄道館林駅から路線バス利用
広域路線バス「館林・千代田線」
赤岩渡船行きで約50分
広域路線バス「館林・邑楽・千代田線」
千代田町役場前行きで約50分

● 東武鉄道川俣駅から路線バス利用
広域路線バス「館林・明和・千代田線」
千代田町役場前行きで約30分

● 東武鉄道太田駅から路線バス利用
広域路線バス「大泉・千代田線」
千代田町役場前行き（西小泉駅を経由）で約50分

● JR熊谷駅から
国際バス「熊谷駅・葛和田線」で
葛和田バス停まで約30分、赤岩渡船（無料）で
対岸の赤岩バス停まで約15分

東
武
伊
勢
崎
線

東
武
伊
勢
崎
線

千代田町
利根川
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